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念が「通常の生活様式」であった。1950 ～ 1970 年代のイギリスでは、絶対的貧困を基準に
した貧困はほぼ解消されたと見られていた。実際にラウントリーが行った 1950 年調査では














































































年度 支出額 人口 1人当り支出額
1783 ～ 1785 年の平均 1,913,241 ポンド ―
1803 年度 4,077,891 ポンド 8シリング 10 ペンス
1813 年度 6,656,106 ポンド 12 シリング 8ペンス






















口 1人当たり 10 シリング）であった救貧支出が、1837 年には 404 万ポンド（人口 1人当た
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